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 トカラ群島=浮魚魚、群調査速報

漁業部

まえがき

 薩南海域の了ジ,サバ類を対象とする旋網漁業は'近隼不漁の傾向がつづき.新

 隠場の開発を余・饒なくされている現状である。このようなことから鹿児島県水産

 試.駿場では・昭和38隻より毎月既存漁場での初漁期,或いは甲かで漁場形成が

 あると考えられる海域でのすジ',サーバ等の分布状況を魚探と各種漁具を用いて調

 査一し,羊の結果をあらか1二一め定められた無線連絡によって報告している。一

 従って今回は漁場開発の目的からトカラ群島全域にわたってゲジ,サ・バ類の浮

 魚を対象に実施したのでその概要を速報します。

 今.後も機会あ名一ご一とにトカラ群島方面を実施する予定である。一卵稚仔,プラン

 クトンは査定がおくれているので調査回数を重ねるに従って=遺々報告Lます。

 調査日昭和4壬隼!0月2工目～10。月30一一日

 (旧暦9月11日}20日〕'一

 調査船'さ・づなん.1ユ6屯一520馬力'

調査海域別図参照

 調査漁具一魚種のI確認をなすため下記の漁具を使用したポ

 1,一本釣(1サ・クワ釣〕一一4挺(.50〃用〕'

夕毛針
 1m一
/＼

6厘銀鱗

2.

4,

5,

調査器具

 ＼・一  ＼‡
 フジ底刺網2反〔綿一糸6本5節〕

 4枚型トロール網'1統

 集魚灯左舷3組(1組500Wx5個〕

 確呂組(1組n.・W・・個〕
 水中灯f亙Wユ=鐘一

鉄300穿

 一ユ



 1、魚群探知機(垂直用〕D一生型

 (前科用〕D-33型

 2,電磁海流言†理研

 3,稚仔ネ7卜

4,プラ・・ンクトンネット

5,海洋観測一.式

海上電機

海上電機

経過概要

 ..10月形ユ日(・・i日歴9月11日)

09,55鹿児島出港

 .。12。吐Q一山川入港(給水.のため⊃

 ユ5・一10・st・⊥(長1崎興前〕海洋観測・終了後2・00.棚線沿いた馬手島
 爾から一湊沖へ航走。魚群反応たし。

 2夏,ユ5St吐(永田灯台前)海洋観測

 ⊥O月22日(旧暦9月12日〕

 中ノ曾根(I)O,05～0050〕魚群反応なし最浅水深ユ55m

 .(0!.,3・O㍗02-OO〕魚群・反応Iなし鍛浅水深35腕

 サンゴ曾根(O壬一ジ12-0;～0-5.・壬O⊃森舞反応な一し最浅水深14.5物

 メ羊=クコ(O-8,50～d-9.、5〕魚群反応なし最浅水深3壬0棚I

 臥蛇畠.(ユ2・05～1里Og・⊃魚群反応大8小2

 0I立神の茜。ヨぎ浬そサゾーリ釣,毫'一〇分商でムヲブジ9尾を釣る。

 (体長2千5….～㎝・体重易小〆川
 水.深・」50…85-m

 魚群層25～5.O榊一

 ○島の南側α岬でサグ1釣・・一・字分間で五・口下クI1身尾牢釣る。
 (体長25.6一～32.5例,1・体重2・OO㌣45心伊)・一

 水.深8.0。～90η工

 魚群層1全～80瑚一〔写輿1ユ

 ○島の東側では水深60へ・80棚に魚群反.応が多かった。.

 .§∫」、臣～蛇島(工4,i0～15,20〕



 一中1㌧呼.甲.㍗、牢索するも叩Ψ、
 §権曾.根・

 18・㍗水深96～l!.㍗にテ㍗刺坤を服坤・
 .午.れよ1部?予期まで㍗ゾネタ、ヲ.1千島を含㍗探琴・綿打にて漂泊
 したヵ三反応はなかった。

 10一月2I3日ヒi貞歴9月一.上3日〕

 Iデ権中根.魚卵㍗・㍗
 O.昨夕投入した餉縄を・いい.5.か亨錫網にか叶
 漁獲全くなし・だだちに魚欝坪索にかカ1い!・・ユ・順雫が有Iつ・サグ
 リ釣り108・25～C8・50.(;～5分.聞〕ギア八・尾を釣る・

 「㍗」∴∵a2∵∴2∴∵.8〕、
 苧.群一層2・.い。.6.8欄,

 ・4赦型/川/網を海底から・一・.1捌苧・上さ一せて良二網・し.ていたか・底
 触した途端に船は傍叶㍍一浮子方の・一㍗.・ロープ・.鞘・弾の損傷叩獲
 はし。

 l.幸島I師反乎.・.'
 ・昨汝島の周辺を嫉一叶乍が1.魚群平卿吋仰で碓1…。よ
 り雛㍗かる∵2・一工O雫損竈α.・5・書{'=㍗E仰りサグ1]釣をなれ
 ・.・坤七千口㍗呼甲る∵㍗1・」(俸芦川～3・.帆
 体重200∴400牙〕

水一深58}50酬

 雫群層王8∵3冊リ.い川瑚..
 δ坤で水深.㍗8㍗大き岬反㍗㍗カニ・潮箪が㍗風が
 雫かったた㍗・釣れ㍗ア㍉

 一§一五号壷根..魚群反応大・・中品

 川2α魚群㍗掌あつ手(.水警.葦Ψ荒岬辮!1Q榊〕集魚灯・
 水中灯を点灯させO・50まで頭張ってサグリ釣を甲㍗が:・.魚琴は表面
 より60m・ます浮上したがどうしても釣れ・たかった。

 10月24目(旧暦9月ユ.壬日〕・



 §中ノ曾根(03,30～06,ユO⊇魚群反応中ガ

 水深175吻,魚群層80～ユOOmに反応があり,集魚灯,水中灯で洋一=

 上に努めたが、風が強くサグリ釣では釣れなかった。

 §横ガン曾碑卒群反応大生・小ポ
 O07,ユUより調査にふかる。水深ユ1U物の海底に小さな魚群反応が

 認められたのでサグリ釣にかかる。魚群は45刎まで浮上したが釣れず。・

 ○08,一.50水深90物の場所で欠きた魚群反応が毛り。2ひ分間干ムロ=
 アジ26尾(体拝呂a4…35も㎝・体率2壬U～一56・O県〕・ツジ7リ
 (メキテ)1塵〔38.一6㎝,730チ〕,.ツイラ2尾一(S4.Q・㌣4ごO例,

 50・～リ5チ・⊃を釣る。Ir写真名.1

 Zk。書整90～1U6o肌

 魚群層42-80㎝

 ○この億か水深76～9U〃にも底層に魚群反応があった;一一

 §オカンミぎ・馬太郎

 ユー3一時から19時に調査したが。瀬礁の範囲は小.さく魚群反応はなかった。

 風強くなり横当島東で漂泊す岨

 王U月25日(岬歴9月工5日)

 §横当身一(07,唱U～1U,'U・U).魚群反応大.1,小3

 醜で水深70…1り'U腕で底潜した・小さ生魚群反応が3群あつ.たが・延
 5U分間サグリ釣をなしたが釣れ瓶かった。

 §上ノ撰岐(ユU,10～1ユ,15⊃魚群反応大ユ,小1・

 この小さ一仕島の周辺は魚群反応が多かったが''全く釣れ注がった。(水深

 40～王ξU物,魚群履は底潜〕

 §濁曾根魚群反応、大2,中i

 g12,ポU水深190mの瀬際に魚群反応(13U伽)があ=り;常に魚
 群をとらえながら船を流していたところ4U分後15棚一まで浮上した。Iサ

 グリ釣の結果ムロアジ7尾を釣った6(体長2軌2～5王.6,舳,。体重310

 {壬UO身)

 ○このほか2群の反応があったが釣れなかった二'

 §・白浜曾根

一生一



 一晩中漂泊して集魚灯を点灯し探索したが,.水深6p州に底積した魚帯反

 .応午みたが釣れ岬つれ
 ユO月26目(旧暦9月16日⊃

 §甲浜曾根魚群反応中ユ、小2

 昨夜から今叩かけていまレは魚群反応があるにも戸'かわらず集魚灯・水
 中灯を点灯していて舛九・・…ムロ了ジ/尾千13a・あ.4UU〔
 シマ了ジ2尾(2生6～.3&㍗3.弓O～90U身)を1甲つと釣札
 水深100m

 無一若学兵嚢一5U～1UO刎

 そ.の後たびたび魚群…エ浮上,沈下を繰り返したが全く釣れた.かった。
 §宝島(り9,30…11,30〕魚群反応大2,中生,小2

 .こ・の畠の周辺には水深6U刎内外でふ一さな反応が点在して満り,そのつど

 サグ.1釣をなしたが華岬なかった・一

 ただ東側?水深60腕㌣マ・㍗1序(虫川}{⊃を釣っただけ
 であった。

 §小室島魚群反応大1

 ・宝島から小宝島.↑即押郎わたつ.て叩か存在し㍗1二・小蝉南…
 浬・水深亨・捌でムロ了ジ2'麗(2a8～3し3例・380～.生2り多)と

 ㍗了.デー1.尾(・呂㍗gπ・1-Uゾハを釣ったバ?ほか小さカリ群の反
 応があったが釣れなかった。

 §悪石島(16{一1いゾ魚群亭応千1・㍗・小2
 南側α?淫に。2群水深200捌以上魚群居一一U,珊

 水深2pU叩以上。魚群樗ユ.60仰,

 甲東側αs7α・5苧に2群.本深15醐魚群層5U～川"・
 「写真5」水深“棚魚群層手・・～・・㎝一

 兆預舳6混ビ2群小疾58吻魚群即8～3.9㎝

 水深58刎魚群屑.4.8～58甲

 いずれの魚群も釣れず魚種確認はできなか?た、
 §ス.ワノセ東省根

 19・5Uより集魚灯を点灯して漂泊・水深6U～80棚でたびたび反応



 があったが,魚群ぽ浮上津ず釣れず。

10月27日(旧暦9月17日.)

 §スワノ七島魚.群反応大岳,中ユ,小3

 .O.U6・リ.o手り調率・充浦α吐浬・水深.壬。mに魚群多くサグ1j=釣を1し
 たがシマアノ2尾(2a5α旭36U戸,2里.・6・肌・260ク)枕け釣れる。

 ○潮見晴率α5浬,水深ユ10卿でも反応がちつたが釣れず。。。.。
 ○風が強く10,ユO南東倒に・仮泊(水深ユ7榊〕,ここでムロブジ18

 尾を釣る。(体長29.O-3争㍑〃,体重300一吐20.チ)

 ○牢に入?ての集魚灯を点灯,海.底には大小あ魚群反応があるもののどう
 しても浮上せず,又漁獲されなかろ走。一水深SU～ユOO仰

 1U月2S日(唱睡9月13日)

 §中ノ島魚一群反応大5,中一4,小3一

 ○07,40中ノ島一灯台の前で水深1UO吻附近に魚群反応一があったが

 (魚群膳50～901加)ユ時生一0分にわたつ・てサグリ釣を繰.りj返したかと1

 うしても釣れIなかった。しかたなく09,2U一周調査にかかる。

 ○鰹崎から里村の箭にいたる沿岸審りで小さい一魚群反応がしぱしばあ㌧つた

 が釣れ一はかった。

 ρ・。11・3・剛㍗前にも1どり.探索したところ水深!舳瀬上に犬
 き汲反応があった;

 12,ユ5～13,OOの曲5分間に2回流し'てムロアジ5.8唱を鉤った。

 r写真6」一(体長24.1～3.a5σ肌,一体重睾OO一壬30り

 1ロノ島魚群反応大.毫・中・・ふ・
 ○ユ3,55灸端0・5漢,水深200舳以上、魚群層む身…86腕の反応

 があワ・,反転して一探索したが発見できなかった一

 〇ユ5,Ud北西側ゐ。.5浬(村のある⊃水深43〃;魚群層26～34

 棚の小さな反応',長一いことヰかつて甲っとムーロァジ2尾(.3a、も～3生O
 α皿,410・川一4508⊃が釣カ。た。

 ○セリイ岬北O.5浬附近一にも反応があったが釣れ一なか・った。

 §。・琴..瀬..平群反応大'・/1'1
 19,ユ.5水深?2mで魚群層,2.O÷・3I-4・mの㌣一甲大きな魚群.反応があつ

r6



 たが釣れず,その後訣索したが全く反応はなかった。

 §上ノ,瀬・中ノ曾根

 帰港の途中立寄ってみたが反応はなかった。

 調査の結果.

 今回の調蓋は月夜一の潮間'であり一,又日数一の制約で通り一運で充分なこと・舛でき

 な牟㍗苧・㍗よう.なことがいえ.千舳耳なかろチ外㈱魚餉確認は一本
 苧1・縄鰍叩し牟が・一蹴1船確甲・.底質から不充分であつ鮒め字般にわ
 たって毛針による一本釣を使用した。一こ茅Lによって,甲申もすると一漁具の選択桂

 に土つ千雫ら峠字種の確認㍗る舳工と考え榊たが・今ま㍗薩南域での
 調査ですでにデジ,サバ,'カタク≠だとが釣れているので充分であるといえよ5

 今回の調査でムロアジ,ン≒アジ,コバソプジ,1ツムプリ,一シイラのほか底魚の

 ベラ,了カゾウ,了カヤガラ,カワハギだとが歯.れた。

 .1・海...況.
 表面水温と海流一の測定一値を第3図に示し.た.;今回。1O月下旬に都ける表面

 蝉は/カ㍗域にわ干って…台を示㌧一小走バれを昨靹鮒比べる
 と(週日本海況旬報)合隼は一㌣や萬一目になつ二〔いる一。(薩南域の近・海.で.も9～

 ユO月は甲甲高目であった)中一層では場.所に一よりて甲・や違いは.ある。王UO

 棚.i露を㍗.と千ノ争とス・ワノ.七島.聞でH5℃で最も葎く表帥水温と殆んど
 変?㍗状態であつ走が,=そのほかの地域で1ま・ユー一・・℃合を1示していた。
 叉200棚属で法スワノ七島,ヰ島以南・で1主!3～ユ'9℃・合,以北。で.1ま。ユ4～

 ∵.℃芦と平拳は大き†㍗
 繍雫測郎よるとほ≒ん午の地点で南東柵糸.し1臥蛇畠・ロノ駐・スワノ
 峠で}・一・・㍗/叩流㍗.つ㍍従って薫潮水繍出方面で渥久
 島を摘当離牟してし下いる千の午.想呼さltたr一権蜘コ周辺域の南醐手弱
 い反流域と思われる。又横当患の市域にもi.王ノシトの強い南東流赤観測され

 2,分布について

 トカラ細工川ジ苧苧.い誓・興にわ㌣て・分率しているようて糺魚探
 反応による出現数ト坤鴨{釣れた所1…臥卵周辺・権曾根・平身局辺・



 横カシ曾根,悪石島海辺,スワノ七島,中ノ島周辺等であらた。一

 釣れた魚はムロアジのほかツマアジ(ヒラ了ジ〕,コパンアジ,.ヅムブリで

 あったが三その激は一少なく若千・分布している程度であった。

 ムロア・ジ.の分布域は全般的にみて島の凋辺と瀬礁域にみられ,水深2UU初一

 以上の深所では段どんど反応はなかった。又、サバ,マ了ジ,カタクチ等一につ

 い:セは杢・く漁獲され舳1つ先。一

 こおように一トカラ群島域はムニロ丁ジ'の勿市域で;'サバ,マ了ジ。.カタ'クチーな一と
 の分布はほとんどないのでなふろラかと考えら'れ.ろ。しか一し時期によっては次

 のよう法資毒斗が一ある。

 (王〕'昭和43年3月(例年一3～五月)に一カツーオ船に.よりてスワノ七島東5浬で・

 一6～1王。肌の号バ仔が採捕されてい一る。一(鹿本試資料'〕

 (2)'昭和4'2年4月奄美大島の北方でカタクチの反応がポり曝獲.'された。
 (。南西海区水研資料〕

 13ジ奄美大島竜郷村沖と大利～名瀬の沿岸域(秋、鰯)で大型のゴマサバが釣れ'一

 たこと。(鹿本試大農≡分場賃料)

 これらあ軍料から,トカラ・群島域にも時期によつ一でな手バ。カタクチの分布
 も考えちれよう赤,今のところはっきりわかIらない;

 3魚群反応の状況

 調査域倣水深2UO榊以内を原1海としたので,島周辺は慈、傾斜の海底形状で

 あるためごく沿俸審りに接近.せざるをえな午ったし;又操船上の危険性がち昼・
 間だけを調査して.夜間を瀬礁帯ゐ調査とした。

 島周辺の魚群は・大方岬附近r)凹凸のはけ㌧い瀬」二に多くみられた。権奮根,
 横・ガン曾根讐では平担た海底にもしばしば一みられ瀬薩に、多かった。
 魚群履は場席によって違一いがあ`つ,。一概にはいえないが全般的には海底近く一

 に反応が多かった。。代表白勺一壮反応の記録は写真のと漏りである。

 垂,体藁について・

 体長は下図に示した部位を測定した。

 i←体長(FL一→1
-8一



(1).ムロアジ

 下図のと洲幣獲干舳は2い3㍗肌で・2いlI㎝㍗の干多かっ
 た。卵の状況はすべてのものが未熟なものであった。

 俸重は…一・川のもので.・下平は体牟と件重ξの関係一図であ1・
 一体長3Uα花で33U穿内外のものであった。.(調率尾数}82尾〕.
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 ムロ了ジg俸長組成。森長㎝

 ⊥・口'ア'ジの俸・畏と体重との関係
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シマアジ(ヒラアジ)

 漁獲されたのぱわずか6尾にすぎなかったので体長組成はわからないがI,

 24,6～岳9.6㎝一のものが釣れた。

 ・その伯
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 魚探反応による蝪総数は・蝉であった・(大・・群・宇.・.・帯・小ゴ・群)
 この1ト本釣に一士ろ魚種確誌数ほ・!戸群であつか魚即確認帥∴ん.どムロ
 了・ジであったため・確認できたかった魚榊つい干もムロ㍗群千・苧ろ・.うと.推察
 される。

 輝過概要に魚群状況,漁獲状況を述べているように1回毎ρ釣り人数は3～吐人

 であって,漁獲尾数か多い時で権曾根のように25分聞で・吐壬尾を釣ったことも

 あった。

 このよう1千魚探反応の状況,或いは漁獲状況等からみ千賢二源最は多いのでなか争
 うかと推.察されろ.,しかし次己っようた問魑鳶、が考圭られる。

 1,トカラ群島域は枕瞭,=,阿久根港から距離カニ違いIこと。日教,.燃料費

 とム1・7ジの楓橘からみて残英可I能域と毒支ら洲.るだろ箏か。

 2,漁業形態は旋綱,はね釣が考えられるが,ムロ了ジのはね.釣はすバ柱ね釣み

 たいには効果はたさそうである。

 今回の調査は月夜の期間=ご撃つたためか全く集魚灯の効果はなが?た一。'

 今後の調査にまたねぱkら1'二しI。'

 3,魚群は島周辺のごく、膏、車寄りI芒あつ一た.こと,換船上の困弊・凄があ〔,そしτ

 魚群を容易に網で巻きう・も深い場所〔神)へ誘導できるだろうか。

 ・古.あ主神殿旅点灯に.立って=繰莱がI可能であれば小型旋綱,棒受綱が有利であろ

 う、、しかしj遠距離,気室ミ来什から小理萄j}ば無理だろうが。

 このほか問魑点もちろ/が二者さ:れては!・かがでしユ1.う亨㌦今後・時期による・
 魚群調査を一実施していきたい。
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第1図 航跡図

 ⑪海洋観測点

 x漁場観測点



 第2・図一ユ 魚群反応場所
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第2図'二2 魚群反応場所
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第3図  表面水温及ぴ海流図
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麗久島
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定置観測..(10月分

増殖部
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 漁場観測速報(10月分〕

増殖部

 て頑二重;二二τ二王エ〕〔;五一τ一

 .に二㌧{二十三二1ニゴゴ11
 ○構内一

 9月の水温に較べて最高(平均〕,最低(平均〕とも壬。以上も下り1最商一で

 23.87℃,最低で2a.62℃となってきた。しかし昨年度の同期と上毫較した

 場合殻高,最低ともに1C以上の高温である。一これは天漢が順調で購夫がつづ

 いたためと考えられる。

 ○.水成川

 :苧;㍗手違1'・から・{lj定な完全実施出来舳っただ蝋との比較は1日,
 平生い。か,前転との比較では最高でユ℃以一ヒ、輯低で2℃以上高温を示してい
る.o

 ○牛根一一

 9月の水温に較べて畔舳℃・最低下子3一・・隼!なつ千1郷降下し
 ているようで粉る。昨年同期に較べIえ場合娃高でα52℃低くだり,最低では

 0.d'3℃高くなつ七いるが昨'年とほ.ぼ同様の水温といえよう、.

 一⊥6一



 10月の漁海況

 ・漁業.部

 ※海.祝

 月のはじめ麗児島湾口七2・一一5℃台,.竹島,屋久島近海'で26℃'台を示してい

 た表頑水温は下句には鹿児島湾口で2-3・C一,竹畠、屋久島近海セカ壬亡台I一とIな
 り2℃前後水温は低くな・った。黒潮流域の臥蛇箆,平農近油は2'5℃台の水温

 で経過し.たパ壬月以.降低目に経過していた本県近輯域の氷温も工U月1にならて

 やっと平年並・・に回復したn.

 ※漁況

一単一位竜'一

 0…'0一'凹…区藩.1「…'山一I''I一^一……出'一一'……=…一】…一口一一一…一一…一■一0'「

1!

 1近海1圧す㍍務、1㍗…….ヤ…一丁一一一…I1重1…1一…叶山山一㌃1

 11着ノ浦L進1二期二讐.・刈..ll・i
;'大361988811
 1枕■1藩1一一…一一一一一一」一一,
カツオ.rj'601"22;1,

 1∵枇千1プ171々1二∵㌻;lllllしr
 ≡八聯埜一堕仁三u年五一々共、...一←l!l工1匁μ.坐:
 1讐内ノ浦い8≡舳一L1一一…÷一←一←一斗二・!1斗
 i抄網_一、一†一一、一..、」一.坐..単_一、辿,汕。州
 艀轡、璽久根ド・・1!・・1・α・_.1必、.坐.!・・j-
 1定臨毒フ蒼簡ザ務∴二1。、、、、
 ;、鋤一rT工正二二二エニコニユニニ㌻……

 一・⊥7'一'



 薩南海域の旋網にゴる'総漁獲量ぽ先月より500屯程減少した。これはムロ了

 ノ類の大巾た減少とワ〃メの減少による'ものセある。小サバの漁ぱ9月に引続き

 好蹄でマサバめ水揚げは昨隼の総漁獲量をすでに3.OOO屯程上廻っている。ア。
 了ジの漁は'先月に比べ若千上廼った程度であった。西薩海域では先月好漁〔であっ

 たマ了ジも昨年のように続かず今月に入って急減Lた、.サバーは量的にはそれ

 一は.とでも低いが薩南海域同様小サバの漁が風く昨年の総漁I獲量をわずかながら上

 廻っ・た。大隅.東部は豆了ジが一好漁で昨年同期の約2倍の漱。

 カツオー本釣の大型船は先月とほぼ同じ水揚げで一これは昨年I並の漁.である。上統一

 平均では31重と昨年同期一より唖屯程上廻った。一小型船は先月よパ1,UUU一毛程

 水揚.げは少なかったが昨隼同期に比較すると実00屯種多い。1統平均でも昨.隼

 よOI.5屯程良い7毛の漁であった。

 湾口のブリ飼付漁は不振で昨年の皐分程の一漁獲であった。

奄美短信

 此処奄美地方も漸く秋の色深まり涼風が吹きまくっておつます。その涼しさg

 ・中にあって恒例の古仁屋の竜宮祭も瀬戸内ならでげの出しもので瞳わいました。

 仮装の入集あり・鞍馬天狗ありパドンガバチヨ対。子供達の目一を楽しませてくれ
 ました。靭て奄美短信欄久しく御無沙汰致しました,書く種のあるまま記してみ

 ナこいと.琶、.います。

 島おむかしbゆう(昔の人〕一の蕎一葉にワラベのらゆう真似(子供の人真一似〕一と

 ありますが,一子をもって始めてその書棄がしみじみ分る今日この頃である。

 ⊥8一



 むかし6才にたる一人息字去もつ土方夫婦がいた。墓石俸りのえぱに住んでいた

 ためか一人息子は毎日金一槌と石をもち目分の家の敷居で石遊ぴ二そこで家主か宇
 遣われるよう.に飲屋近くに移った。それからがいけない,毎日隣ワの女の子達を

 集めて瓶に水を入れてのお酒飲みゴツコ,御夫婦,魯案の末小学校近くに住いをか

 えたら毎日勉強・ゴツコ。それで御夫婦も大妄こぴ,苦労して大学迄出.したら後に

 偉い人になワ親をも引立て.た=と言う。実に翼靖.が幾何に'大切かと言うことが分ろ
 うと言う.もの邊私も勤めを終えて我家で将棋を指したり時にはシヤ.ンもするが,

 今幼稚園の坊が何時の闇にか将旗を覚支て父・ら一甲ん手づまりしたなと生意気な言

 葉さ支芦く'それまでは良いとして・父ち性リーチらほどんなこと・する.千小
 学2年購女め子がリーチらぱね伺でもと坪ると奮う嬰よと教史.る。い甲は甲全く

 甲りざれない,それ以来我家ではジヤソは一切やらないようにしている。

 近頃の子供はテレビの普及のせいか年に似合わぬ言葉さ支口にする。テ1ノビの大

 学紛争を見て,物事の真意の分らぬ子供達が大挙とは争いをす.るところと思わね

 ぱよいが、飛ぶ鳥も通わぬ文化果つる島と奮われたりもI数年前迄のこと,子一供達

 の知識も向上しつつ.ある。その子供違も韻と離ればなれになるのであろ.うか,・古

 仁屋溝岸で沖縄に出稼ぎに行く息子を見送る老夫撮がいた。.

 キバチグヨー了!マレユウのイトヤソンパイろラングヌソキバテグヨー

 (父,母の事は心酉をせずに元気で働けよの一意〕

 声をはワあけ浮島丸の船.影が小さく在る迄日に涙して立っていせ。

 ハレイー.イキユソニIヤカサー一ヤハレイワヤヤクトワスレテー

チュンツマカチイキユニ/ニヤカナ

 ハレイーアンマ戸ワカゲヨーヤハレイソロノ{ソ'1ツ・ヅ・ミテ

 コートガツコウイキヤユム了ンマガゥカゲー

 (ハーもう行くのか私達の事を忘れて人の皇に行くのかの意と,;そろば

 ん片手に高等科に行け牟のもお母さん・のお蔭という'意)

 'とり一とめたい文とな.つ.ました。

 本土の皆.様御健勝南の島より祈ります。

 .(Y。S〕

 一⊥9一.



業務糠況

本場

漁業部

 11月2日～土0.日

 11月⊥9日.}21日

 11月2一也…ヨー～'I

11月25頁

 11月I26日～

 漁海況海洋観測(さつなんj

 西海区ブロック漁海況長期予無会議於1指揮而
 ヨ・]ワ調査(かもめ)

漁業技術指定試.験研究中問報告会於:茨木

 魚群調査(さつなん〕

増殖部

 あり養殖1翼係

 上O月.28日～29目:垂水,採1歯試験,ズポ採苗展開
 1!月・6白1一出水,一・;り共販協議会出席

 1-1一月'?日1垂水,芽・

 11月⊥O日:垂水,・芽付調査,管理指導;

 一1ユ月⊥1日:,のり一養殖講習会

 11月12日:谷.山,芽・村調査

 1ユ月21日1垂水,試験ヒビ管理'

 !1月24日':義永,'試験ヒビ配布

 11月25日:出水,のり・養殖状況調査

 真珠養殖関係(福山,竜ケ水〕

 ユ。月27日:付着硅藻取一場げ

10一月30日1貝掃除,病害調査

 ユ0月3ユ.一日:生衰測定,病貝調査
 ユ1月4日:漁場観測

 11月5日:垂矢板取、揚げ

 11月1⊥日:付着穣藻取揚け

 1ユ月13日:真珠漁協で母母に関する一臨一議会、出席
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 ユ1月19日:

11月20日1

 ⊥1月26日:

 その他一

11月8日

11月12日:

 1ユ月ユ3日:

 漁場観損1j

 鉄板取揚げ

 付着硅藻取残け

 こわかめ培養指導(鹿児島〕

 谷山一らかめ培養指導一

普及員会議出席

製造部
 サバを原料とする蒲鉾製造一試験(継続)

 核酸関連物優測定(電気泳一動法〕

 配合餌料製造〔継続〕

漁業振興祭審査展示部門担当

枕崎市漁業審議会出席

 乾燥.機取扱指導(串木野〕

 当月来訪かつお節.ばい乾法について外2王名

。.

o

O

o

 クルマエビ配合解料試.験関係

 ⊥!月一!2日:第吐回試験を終了し,現在第5回目試験として継続実施中。

!1月6日川9目1急病研究会出席於:岡山

 1工月2壬日:隼人タイ急病調査一

 11月18日:異、翼=魚採集

水質関係

 11月1日,19日～20日:川内川病魚調査

11月6日:鹿児島湾水質調査(経済企画庁委託)

 !1月10日～11日:草木野蒲鉾製造廃水調査

 ユ1月12日:クルマエビ餌料試験水質調査
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 垂水増殖セソター

 クjレマェビ企業化試験(継続月間〕

 フトミソ'エビ。クマ=[ビ養成飼育(継続月間〕

 トコブシ生産稗貝飼育管理〔継続月間)

 アワビ種I菌生産試験開始

 1p月署?・28日:第t回目繊貝輸送(上甑)
 ユエ月8日1.第2回目親貝輸送(根占〕

 ユ1月ユ2日

 11月26。

 ⊥ユ.月二i8目

 1ユ月19目

11月23目

 1ユ月28日

第3回目親.呉輸送(上甑)

 暮7日:第4回目韻貝輸送(上髄〕・

 第ユ回目産卵誘発

第2画目産卵誘発.

第3回目産卵誘発

第41圏日産卵誘発

 〔)追跡効果調査関係

 10月23,29日:クルマエビ追跡調査(出水⊃

 *11月?,8日:ク〃マエビ追跡灘査(志布忠〕

 *ユエ月24…27日:卜=1プソ放流事滋調査(西之表)

 ○コンブ種苗試験

 一・11月26目:函鑓.より〒一コーソプ母藻瀞
 *工1月27日:採芭}種苗縄1,Uリum

}2呂一


